
書式第 12号 (法第 28条関係)

新型コロナウイルスによる申告 (都税条例第17条の2第 2項 )

従事者数実施 同時 実施場所 対象者範囲。人数 金(千円)事業名 事 業 内 容

216

定期的な頭脳スポーツの研究会

の実施を毎週土曜 日に月別競技

会開催してましたが中止

定期から不定
あえるば・

前野自宅・

ネット会議

2人・3人

少人数によるグループ

31 MT

ネットワークでのMT

研究対局指導

普及事業

中止 ネット会議 2人 部会 10人 180競技認定事業

頂脳スポーツコンクールの実施

級。段位試験の模擬体験は中止

ネット会議。あえるば 3人 委員会合計94人 74
暁技のルール作

成事業

公式ルールの確立と普及

委員会は中止でグループ会に
ネットにて

月 1回

ネット不定 らえるば 2人・3人

体験会参加者

合計82人 67
指導者・審判員育

戎事業

頂脳スポーツふれあい体験広場
への指導者の指導講習会は中止

頂脳スポーツふれあい体験広場

開催、頭脳スポーツ大会開催中

止で少人数での企画変更

通年不定
らえるば・葛飾区シ

エア支援センター
2人・3人

上記併設合計82人

ネット14・ 13・ 21人 2563

大会・イヘ
・ント企画

置営事業

通年不定
らえるば・他 5人

サークル会員
50

也団体との連携・

交流会の実施

各地のグームサークルとの連携お

よび、交流会の実施、葛飾区の講

座は中止。各エリアにて小開催

会員230人 311会報等の発行

電子メール・ホームページにてイ
ベント等の通知、雑誌記事でのイ
ベントレポー・ト

通年
事務所。日本地域

社会研究所
3人

令和 3年度事業報告書
平成 29年 4月 1日 から 平成 30年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 頭脳スポーツ財団

1 事業の成果
・令和 2年度の事業は新型コロナウイルスのまんえいにより、予定した事業が政府及び東京都等より

事業の中止が出され、イベン トやセミナー体験会の開催が中止となった。
・頭脳スポーツ親子ふれあい体験会を毎週土曜 日「ふれあいコミュニティ あえるば」の開催は、 9割

以上中止となり会員や協賛等の減少で当財団の運営が厳 しい状況に追 られた。
・競技認定事業、競技のルール作成事業に関しては、今年は中止 しとなり、別の角度での事業について

インターネットを通 じて話 し合ったり、少人数でのグループミーティング形式で話 した。
・技能検定について今年は中止とした。ここも個別 ミーティングにてこの先の問題点や運営について話

し合いをした。
総合インス トラクター資格認定については31年4月 の予定です。

・指導者・審判員育成事業、大会を含むイベン ト等の企画運営事業は、オリンピックの延期が決まり
かなりのダメージが伴い、イギリス開催を横浜開催に決めてのマイン ドスポーツオリンピック (コ ン
ピュータオリンピック同時開催)は中止に迫られた。

・会報等に関しては経費削減で以前作ったものを再配布するなど発行も予定通 りにならなかった。
これについては、ハッキングなどの嫌がらせがこの財団にも及び、現在も嫌がらせを含む威力業務
妨害等が続いている事でfacebookで のイベン ト更新等と常設 していた情報発信が個人情報の安全が

守れないことで中止にした。アカウン ト乗っ取 りも個人攻撃と団体の設定変更が頻繁にあり、グル
ープの団体であるWOや財団法人にも莫大な被害があり、脅迫のメールも絶えずこの状態が続き、
経費が予定の 20倍にもなり、無駄なお金を使わせ、詐取被害や電子決済による被害も頭を抱え、
困っている状況がここ数年続き、警察に被害相談するも、巧妙なテクニックと組織犯罪によるもの

と考えられる。引き続き警察の協力をお願いして解決を要請する。
・奈良県大和郡山記憶力大会に併設 した頭脳スポーツ体験会及び大会も中止となった。
・葛飾区の事業もコロナ禍により大きな事業は昨年度 3月 で終了し少人数での講師を続けるが会場 (

ニア活動支援センター)も、コロナ禍の対応で使えない日も出て変則な形で請け負 う。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

その他の事業

特になし



書式第 13号 (法第 28条関係)

令和 2年度 活動計算書
令和 2年 4月 1日 ～令和 3年 3月 31日

特定非営利活動法人頭脳スポーツ財団

正会員受取会費

賛助会員受取会費

受取補助金

家賃補助

研究・ 対局・指導・普及事業

競技椰定事業

競技のルール作成事業

指導者・ 審判員青成事業

大会・イヘ・ント企画運営事業

他団体との連携 。交流会の実施

1‐ (5)

(6)

(7)

0

ｎ

〉

受取利忠

5.422.000奎 計
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(総額336万から上記助成金と代表助成からの差額)

旅費交通費

雑費・その他

租税公課

研究・対局・指導・普及事業

競技認定事業

競技のルール作成事業

指導者・審判員育成事業

大会・イヘ・ント企画運営事業

他団体との連携・交流会の実施

役員報酬

給料手当

退職給付費用

福利厚生費
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 2年度 貸借対照表
令和 2年 4月 1日 ～令和 3年 3月 31日

特定非営利活動法人頭脳スポーツ財団

の

現金預金

未収金

棚卸資産

0
0

75,000,000

車両運搬具

什器備品

美術品

敷金

長期貸付金

の

ｎ
ｖ

ｎ
ｖ

ｎ
ｖ

ｎ
Ｖ

入金

,退職給付引当金

B-1

B-2

75,134,36【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和 2年度 財産目録
特定非営利活動法人頭脳スポーツ財団

75,000,

パ ソコン

ソ フ ェ ア

オペレーションシステム
文書編集ソフト

【A】 資 産 合 計 ①+② 75,134=

未払金

長期借入金 0

【B-1】 負 債 合 計 ③+④

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ―【日-1】 75,134,



書式第1号 (法第10条・第23条関係)

役員名簿及び役員のうち報酬を受ける者の名簿
令 和 3年 3月 31日 現在

この法人の名称 特定非営利活動法人 頭脳スポーツ財団

役名
(フリガナ)

氏  名
住 所 又 は居 所

報酬の

有・無
役職名等

1 理事
(マエノシゲオ)

前野 茂雄
有・国 理事長

2 理事
(ミサカ ススム)

三阪 晋
有・□ 会長

3 理事
(ホリウチカツオミ)

堀内 勝臣
有・□

4 理事
(イワサキユウダイ)

岩崎 雄大
有・□ 副理事長

5 理事
(カワナ タカシ)

川名 孝
有・□

6 理事
(マエノヨウコ)

前野 洋子
有・□

7 理事
(ナリタ ヨシヤ)

成田 義也
有・□ 副会長

8 理事
(ミヤナガヒデタカ)

宮永 英孝
有・□ 副理事長

9 監事
(シナガワ マナミ)

品川 愛美
有・□

10



書式第 19号 (法第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿

令和 3年月 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 頭脳スポーツ財団

氏   名 住 所 又 は 居 所

1 前野 茂雄

2 杉山 信雄

3 三阪
コ厖
日

4 成田 義也

5 名取 真由美

6 岩崎 雄大

7 堀内 勝臣

Ｒ

） 前野 洋子

9 渡邊 俊行

10 品川 愛美

11 川名 孝

12 正路 和男

13 官永 英孝


